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表 2 品 種 と原 名
1  ま え が き

アザレアの栽培は温室で促成開花させ,主 r_2～ 4月 に

出荷していたが,近年は11～ 12月 にも需要量が多くなり,

出荷期の前進栽培技術が必要となつている。また,生産農

家も秋から春まで連続的に生産できると,栽培する施肥の

利用度や生産鉢数の増加も容易となり専業経営にも結びつ

く。

そこで本報は早期に開花させるための最終摘心時期とB

-995処理の方法について,花芽分化,発育等の面から検

討した結果の概要である。

2  試 験 方 法

1 最終摘心時期とB-995処理時期が花芽分化に及ぼ

す影響を知るために,工冠の 2年年百を用いて摘心時期と

B-995処理の有無を比較 した。B-995は 025%液を用

い, 1鉢当り10CCを 茎葉散布した。促成は夏の間,屋外で

栽培しておいた鉢を10月 23日 にビニール′`ウスヘ搬入し,

11月 27日 より2週間間隔に 3回に分けて処理をはじめ,最

低夜温 12℃ に加温したガラス室で開花を促した。

2 良品質の鉢花生産のためのB-995処理時期を知る

ために,最終摘心時期より,4,6, 8週 F15経 過 した時

表 1 摘心とB-995処理時期
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点でB-995を 2回散布して新檎伸長貴や花曹の着生状況

を調査し開花傾向も検討した。

3 最終摘心を 3月 18日 より1カ 月間隔に4回 に分けて

行い,45日 経過した時に各区ともB-995を 2回処理して,

花芽分化時期と開花状況を 3品種で調査した。

3  試 験 結 果

1 最終摘心を 5月 12日 に行うと,花芽分化開始時期が

7月 12日 摘心区より45日 程度早くなり,花芽の発育段階で

も雄ずい形成期で約 1カ 月前進している。 3-995を最終

の摘心時期より1カ 月後に 2回処理すると,無処理区より

10数 日花芽の発育が前進していた。

花書が完成した時点での新槍伸長量は, 5月 と7月 摘心

区ともほぼ同程度であったが,B―
'95処

理すると葉枚数
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図 : 花芽の発育状況 (I冠 )
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では大差はないが,伸長量で 2分の 1程度に抑制された。

新槍の先端に着く花書数は,3-995処理することによ

り増す傾向がみられ,鉢全体の花菅数と新相伸長量の差が

草姿に変化をもたらした。

の発育が早くなる傾向も確認できた。晩咲の大八州では,

最終摘心時期の早い処理区が開花時期を前進させ,B-995

処理による開花促進効果も頭著r_現われ,処理時期が早い

程開花時期を前進させた。このことから,B-995は直接

的な開花促進効果ではなく,花芽分化や発育を早くするも

のと思われる。そして,開花の時点で早咲きの品種の場合,

B-995処理区が無処理区より遅れていることは,抑制的

にはたらいているのと思われる。一方,遅咲きの品種は開

花時期を前進させているが,こ れは,花芽分化 。発達時期

を早咲きの品種より大きく前進させ,総体的に開花時期を

前進させたものと考えられる。
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図 3 B-995処 理と開花傾向

3 最終摘心時期とB-995処理時期を組合せて,花芽

の分化・発育状況と開花時期の促進程度をi/5査 した。

花芽分化・発育は,各品種とも処理時期が早い程前進し

ており,摘心時期から雄ずい形成期までに要した日数は,

遅く処理した方が短くなつている。花芽の分化 発育状況

を品種男1にみると,早咲きの品種 (エ リー)が早く,晩咲

きの品種 (レ オボル ド)は遅れている。

開花状況は,摘心とB-995を早く処理した区ほど各品

種とも開花時期が前進しているが,需要量の最も多い暮出

し生産を目標とする摘心時期は,(開花率10%に 達した時

点で算出する)ェ リーで5月 中旬,ア ンプロとレオポルド

で 3月 中旬までに最終摘心を行い,B-995を 処理する必

要がある。

最終摘心を遅くした場合は,開花時期は遅れるが,開花

揃いがよく,品質的には遅い摘心時期のものが優っている。

以上の結果から,最終摘心時期とB-995処理を早くす

ることにより,花芽の分化 発育を早め,早咲きの品種を

用いると早期出荷も容易となる。また,3-995処 理によ

り,新相の伸長を抑制し,花書数を増し,鉢花の品質をも

向上させることもできる。

表3 新 槍 調 査

処 理 区

新 槍 新 檎 長

②
(枚 )

花 芽 数
(個 )

5月 12日 摘心
B-995処理

5月 12日 摘心

7月 12日 摘心

66

56
72

31

22
16

17

39
40

花芽が完成した鉢を11月 27日 より2週間間隔に3回 に分

けて促成すると,花芽分化発育が早かつたB-995処理区

が 1週間程度開花時期を早くした。

2 B-995処理すると花芽分化が誘導され,そのため

に新梢伸長量も抑制する。したがつて処理時期が早過ぎる

と新檎伸長量が短すぎて鉢全体のポリェーム不足となり,

商品性を低下させることもある。そこでB-995処理まで

の長い区程新槍伸長量が大きくなつた。また,新槍の先端

に花芽を着けるが,摘心時期が早い場合やB-995処理時

期が早過ぎると,花薔の側芽が二次的に伸びて小枝を作り,

この先端r_花芽を着ける現象がみられた。比較的この現象

の多い品種は大八州,エ リーで,十二の一重は少なかった。

図 2 新槍伸長量と花書数

このことから,B-9'5処理を行う適期は,最終摘心後

6～ 8週間経過した時がよいと思われる。ただ,生育旺盛

な品種は摘心後短期間で,ま た,緩慢な生育をする品種は

新檎の伸長状況をみながら遅く処理すると,草 姿のよい鉢

花が得られるものと思われる。

これら処理した鉢を10月 2日 に温室へ難入し,11月 13日

より加温促成して開花の状況をみた。早咲きのエリーでは,

摘心時期が早い程開花時期が前進した。また, 3-995 Ftt

理すると,無処理区より開花が遅れる傾向がみられ,B―

995処理時期と開花との関係では,処理時期が早い程花芽
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